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⃝
内
容　
東
地
域
の
史
跡
巡
り

⃝
集
合
場
所
・
時
間　
①
城
山
公

園
駐
車
場
・
午
前
８
時　
②
総
合

運
動
公
園
駐
車
場
・
午
前
８
時
20

分　
③
東
公
民
館
・
午
前
８
時
50

分⃝
申
込
期
限
　
２
月
16
日
㈬
ま
で

⃝
参
加
料
　
無
料

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
白
河
観
光
物
産
協
会
☎
㉒
１
１
４
７

　
社
会
福
祉
法
人
杏
樹
会
（
埼
玉

県
入
間
市
）
で
は
、
育
児
休
業
等

に
対
応
す
る
た
め
の
代
替
要
員
の

確
保
等
を
導
入
し
、
介
護
分
野
以

外
の
企
業
・
団
体
に
も
共
通
す
る

実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
今
回
、

取
り
組
み
に
至
っ
た
背
景
・
経
緯
、

実
際
の
取
り
組
み
施
策
等
に
つ
い

て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
２
月
26
日
㈯
／
午
後
１

時
30
分
～
３
時

⃝
会
場
　
サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白
河

（
久
田
野
）

⃝
テ
ー
マ
　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

・
バ
ラ
ン
ス
の
取
組
み
と
成
果
」

⃝
講
師
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

杏
樹
苑　
熊く

ま
き木

真ま

ち

こ

知
子
総
務
部
長

⃝
参
加
料
　
無
料

⃝
申
込
期
限
　
２
月
22
日
㈫
ま
で

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
企
画
政
策
課　
内
２
３
２
７

　
⃝
日
時
　
２
月
11
日
㈷
～
３
月
６

日
㈰
／
午
前
10
時
～
午
後
３
時

⃝
会
場
　
白
河
関
の
森
公
園
（
旗

宿
）

問
白
河
関
の
森
公
園
☎
㉜
２
９
２
１

　
東
北
税
理
士
会
白
河
支
部
で
は
、

税
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

《
確
定
申
告
の
無
料
相
談
会
》

⃝
日
時
・
会
場
　
①
２
月
18
日
㈮

／
午
前
10
時
～
午
後
３
時
・
マ
イ

タ
ウ
ン
白
河
（
本
町
）
②
２
月
25

日
㈮
／
午
前
10
時
～
午
後
３
時
・

棚
倉
町
公
民
館
※
各
会
場
と
も
予

約
不
要
、
年
金
・
還
付
申
告
の
み

《
税
理
士
記
念
日
の
無
料
相
談
会
》

⃝
日
時
　
２
月
23
日
㈬
／
午
前
10

時
～
午
後
４
時

⃝
会
場　
各
税
理
士
事
務
所
（
各

税
理
士
事
務
所
に
電
話
予
約
の
上
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
）

問
同
支
部　
菊き

く
ち地
☎
㉒
８
０
８
０

21 20

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
と
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」

の
帰
還
は
、
希
望
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

２
人
の
化
学
者
は
、
結
び
つ
き
に
く
い
炭
素
を
仲
介

す
る
触
媒
を
工
夫
し
結
合
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ

の
成
果
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
医
薬
品
・
農
薬
の
製
造

に
応
用
さ
れ
、
そ
の
恩
恵
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
こ
れ
を
特
許
化
せ
ず
、
広
く
開
放
し
ま
し
た
。
偉

い
こ
と
で
す
。
「
は
や
ぶ
さ
」
が
持
ち
帰
っ
た
物
質

は
、
太
陽
系
の
歴
史
を
解
明
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

次
々
と
襲
う
困
難
を
乗
り
切
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
。

未
来
を
切
り
拓
く
、
知
と
夢
と
絆
の
結
晶
で
す
。

日
本
は
科
学
技
術
で
立
つ
国
。
こ
こ
10
年
ノ
ー
ベ

ル
物
理
・
化
学
の
受
賞
者
数
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ

り
ま
す
。
た
だ
心
配
な
の
は
、
対
象
と
な
っ
た
研
究

が
30
年
ほ
ど
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
当
時
は
、
研

究
の
場
を
求
め
海
外
に
雄
飛
し
、
国
内
で
も
闊
達
な

研
究
の
雰
囲
気
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
今
は
ど
う

で
し
ょ
う
。「
何
故
一
番
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
で

し
ょ
う
か
」「
な
ん
で
成
果
の
出
な
い
研
究
に
金
を
か

け
る
の
か
」
と
影
響
力
の
あ
る
人
が
言
う
。
世
の
中

も
す
ぐ
成
果
を
求
め
た
が
る
。
こ
れ
で
は
未
知
の
分

野
に
挑
む
気
概
は
失
わ
れ
ま
す
。

一
番
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
、
二
番
に
も
な
れ
な
い
。

一
位
と
二
位
で
は
得
る
も
の
に
格
段
の
差
が
あ
る
。

す
ぐ
に
役
立
つ
も
の
は
大
き
い
も
の
を
産
ま
な
い
。

長
い
研
究
と
思
索
の
中
か
ら
本
物
が
現
わ
れ
、
社
会

を
変
え
て
い
き
ま
す
。
大
き
い
発
明
・
発
見
を
産
む

基
礎
研
究
に
必
要
な
金
を
投
じ
、
あ
れ
こ
れ
詮せ

ん
さ
く索
せ

ず
長
い
目
で
見
守
る
懐
の
深
さ
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
物
理
学
者

寺
田
寅
彦
は
、
漱
石
門
下
の
文
学
者
で
し
た
。
ノ
ー

ベ
ル
賞
の
小
柴
先
生
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
に
目
を

開
か
れ
、
益
川
先
生
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
愛
し
、

か
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
無
類
の
音
楽
好
き
で
、

い
つ
も
台
所
で
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
い
て
い
た
そ
う
で

す
。
科
学
と
芸
術
は
対
極
に
あ
る
よ
う
で
、
そ
の

実
深
い
縁
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
科
学
は
「
理
性
」

芸
術
は
「
感
性
」
を
中
心
と
し
つ
つ
、
双
方
と
も

理
性
と
感
性
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
科
学
者
や
芸
術
家
を
さ
ら
な
る
高

み
に
昇
ら
せ
る
の
は
感
動
だ
そ
う
で
す
。
脳
と
心

の
働
き
は
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
身
体
と
脳
と

が
共
鳴
し
て
感
動
が
起
こ
る
。
感
動
の
涙
は
脳
が

こ
れ
を
強
く
受
け
止
め
、
さ
ら
に
深
い
感
動
を
味

わ
い
、
脳
を
限
り
な
く
活
性
化
さ
せ
る
と
の
こ
と
。

豊
か
な
感
性
や
感
動
を
享
受
す
る
力
が
、
科
学
の

華
を
咲
か
す
上
で
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
時
に
自
然
の
神
秘
の
扉
を
開
け
、
よ
り
深
く

知
る
営
み
で
あ
る
科
学
の
進
化
に
は
、
あ
く
な
き

意
欲
と
挑
戦
に
加
え
、
運
の
良
さ
も
要
り
ま
す
。

勿
論
こ
の
幸
運
は
、
人
事
を
尽
く
し
た
者
に
し
か

微
笑
ま
な
い
の
は
当
然
で
す
。
科
学
技
術
に
限
ら

ず
、
大
き
い
仕
事
を
成
し
遂
げ
る
に
は
、
熱
い
志

と
努
力
、
理
性
と
感
性
の
協
奏
、
楽
観
と
幸
運
の

女
神
が
欠
か
せ
な
い
よ
う
で
す
。

　

企
業
の
盛
衰
は
、
技
術
力
で
決
ま
る
。
花
王
石

鹸
の
元
会
長
常と

き
わ盤
文ふ

み
か
つ克
さ
ん
は
、
浪
江
町
ゆ
か
り

の
方
。
技
術
者
と
し
て
花
形
商
品
を
世
に
送
り
ま

し
た
。
県
の
産
業
振
興
の
顧
問
に
と
要
請
に
伺
っ

た
折
の
話
。「
も
の
づ
く
り
は
失
敗
の
連
続
。
残
骸

が
累
々
と
谷
を
埋
め
る
。
何
百
と
ト
ラ
イ
す
る
中

か
ら
や
っ
と
ひ
と
つ
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
。
と

も
か
く
や
っ
て
み
る
こ
と
が
大
事
。
で
も
、
行
政

は
や
ろ
う
と
し
な
い
」。
行
政
の
不
作
為
を
痛
烈
に

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
は
法
に
則の

っ
と

り
、
公
正
さ

・
適
正
さ
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
反
面
そ
れ
故
に
慎

重
に
な
り
過
ぎ
、
い
つ
し
か
「
や
ら
な
い
方
が
安
全
」

と
不
作
為
の
壺
に
入
り
が
ち
。
や
ら
ず
に
無
傷
な

の
と
、
や
っ
て
み
て
傷
を
負
う
の
と
で
は
、
後
者

を
評
価
し
ま
す
。
や
る
べ
き
状
況
に
お
い
て
、
打

つ
べ
き
手
を
打
っ
た
か
ど
う
か
が
重
要
で
す
。

　

役
所
は
市
民
の
役
に
立
つ
と
こ
ろ
、
役
人
は
市

民
の
役
に
立
つ
人
。
こ
の
原
点
を
思
い
起
こ
し
、

白
河
市
の
発
展
と
生
活
の
安
定
に
役
立
つ
仕
事
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

 『
科
学
と
感
動
』

市
長
の

手
控
え
帖

　
県
タ
ク
シ
ー
協
会
に
加
盟
す
る

タ
ク
シ
ー
事
業
者
で
は
、
運
転
免

許
証
を
自
主
返
納
し
、
県
公
安
委

員
会
（
警
察
署
）
か
ら
希
望
者
に

有
料
で
交
付
さ
れ
る
「
運
転
経
歴

証
明
書
」
を
タ
ク
シ
ー
運
転
者
に

提
示
し
た
場
合
、
乗
車
料
金
を
１

割
引
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
協
会
に
加
盟
し

て
い
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
協
会
加
盟
事
業
者　
白
河
観
光

交
通
㈱
（
☎
㉗
３
３
０
０
）

光
タ
ク
シ
ー
㈱
（
☎
㉒
０
１
１
１
）

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１
６
２

　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
組

織
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
白
河
」

が
主
催
す
る
“
学
び
の
会
”
を
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

⃝
期
日　
２
月
20
日
㈰

【埋蔵文化財発掘調査事業】
　平成22年度の発掘調査事業は、道路建設工事に係る桜山遺跡・舟田境遺跡・大塚遺跡
の発掘調査、国史跡指定を目指した白川城跡の確認調査を実施しました。このうち、板
橋地区の大塚遺跡からは、古墳時代後半頃（およそ1,500年前）の前方後円墳や埴輪棺
墓等が発見されました。
　埴輪棺は、一つが30㎝ほどの小さなもので、２つを合わせ口にして埋葬されていました。
県内では２例目の発見です。現在、大塚遺跡から出土した埴輪棺をはじめ、白川城跡の調査概要を紹介した展示
を歴史民俗資料館で行っていますので、ぜひご観覧ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                               
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問歴史民俗資料館☎㉗2310

市の事業の進捗状況などについてお知らせします。

ま
ち
か
ど
伝
言
板

税
の
無
料
相
談
会

案
内

▲発見された埴輪

※入園は午後４時まで　　　　 ※入園は午後４時まで　　　　 ※入園は午後４時まで　　　　※入園は午後４時まで　　　　

翠 楽 苑 翠 楽 苑 翠 楽 苑 翠 楽 苑 翠 楽 苑
《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：500円）

《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：500円）

《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：500円）

《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：500円）

《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：500円）

㈶白河観光物産協会 ㈶白河観光物産協会 ㈶白河観光物産協会 ㈶白河観光物産協会 ㈶白河観光物産協会

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888

運
転
免
許
返
納
者
の
タ
ク

シ
ー
料
金
１
割
引
制
度

白
河
の
歴
史
“
学
び
の
会
”

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
講
座

ひ
な
人
形
展
示


